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2清水町議会だより　2023 年 4月30日

　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
１
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
23

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
予
算
や
特
別
会
計
・

事
業
会
計
予
算
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
22
議
案
が

提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

３ 月
定例会年記念事業など年記念事業など

新年度の主な事業
町制施行60周年記念事業

南小学校北校舎改築事業ゆうすいポイント事業
481万円

　まち歩きアプリの本格導入
によるポイントの付与など、
ゆうすいポイント事業を引き
続き実施していきます。

8025万円

　老朽化した南小学校北校
舎の改築工事に必要な基本
設計、実施設計を行います。

 ８月 湧水まつり
  名水サミット
  　inみしま・しみず
 ９月 宮西達也原画展
 10月 町民体育大会
  ランニングバイク大会
 11月 60周年記念式典
　　　　　　　　　ほか

2774万円

義務的経費などの骨格予算義務的経費などの骨格予算
※※

※　骨格予算とは、町長の改選を目前に控えていることから、新規の政策的経費等の計
上を見送り、人件費・扶助費・公債費や継続的事業を中心に編成した予算のことです。

町民の福祉のために
36億6225万円
37.0％

町民の福祉のために
36億6225万円
37.0％

町民の福祉のために
36億6225万円
37.0％

道路・公園整備などに
9億1253万円
9.2％

道路・公園整備などに
9億1253万円
9.2％

道路・公園整備などに
9億1253万円
9.2％

総務費として
11億6482万円
11.8％

総務費として
11億6482万円
11.8％

総務費として
11億6482万円
11.8％

借入金の返済に
9億3656万円
9.5％

借入金の返済に
9億3656万円
9.5％

借入金の返済に
9億3656万円
9.5％

健康増進、
ごみ・し尿処理などに
9億5454万円
9.6％

健康増進、
ごみ・し尿処理などに
9億5454万円
9.6％

健康増進、
ごみ・し尿処理などに
9億5454万円
9.6％

消防・防災のために         
6億2246万円
     6.3％

消防・防災のために         
6億2246万円
     6.3％

消防・防災のために         
6億2246万円
     6.3％

学校教育・
生涯学習などに
14億1160万円
14.2％

学校教育・
生涯学習などに
14億1160万円
14.2％

学校教育・
生涯学習などに
14億1160万円
14.2％

　 議会費 1 億 1143 万円 1.1％
　 商工費 4669 万円 0.5％
　 農林水産業費  4612 万円 0.5％
　 災害復旧費・予備費 2500 万円 0.2％
　 労働費 1400 万円 0.1％

　 

　 議会費 1 億 1143 万円 1.1％
　 商工費 4669 万円 0.5％
　 農林水産業費  4612 万円 0.5％
　 災害復旧費・予備費 2500 万円 0.2％
　 労働費 1400 万円 0.1％

　 

その他

歳出歳出歳出
99億
800万円
99億
800万円
99億
800万円

歳  出歳  入

町制施行60周町制施行60周令和5年度令和5年度

一般会計
予算
一般会計
予算

新年度の一般会計予算は新年度の一般会計予算は
　令和５年度一般会計当初予算は、総額９９億８００万円で、昨年と
比べ５億２５００万円の減（△５．０％）となっています。

令和5年度当初予算

99億 800万円

2万円

29億 768万円

24億4367万円

4億4227万円

57億9364万円

22億7514万円

22億7514万円

179億7678万円

土地取得

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療

特別会計の計

下水道事業

事業会計の計

55.1

0.0

16.2

13.6

2.5

32.3

12.6

12.6

100.0

104億3300万円

2万円

29億 974万円

23億9810万円

4億5134万円

57億5920万円

22億6700万円

22億6700万円

184億5920万円

△5億2500万円

0万円

△206万円

4557万円

△907万円

3444万円

814万円

814万円

△4億8242万円

5.0%

0.0%

0.1%

1.9%

2.0%

0.6%

0.4%

0.4%

2.6%

56.5

0.0

15.8

13.0

2.4

31.2

12.3

12.3

100.0

一般会計

会計区分 令和５年度 令和４年度
比較

増減 伸び率構成比構成比

全会計の合計

特別
会計

事業
会計

町民の皆さん　　　
　からの税金
55億8323万円
　　56.3％

町民の皆さん　　　
　からの税金
55億8323万円
　　56.3％

町民の皆さん　　　
　からの税金
55億8323万円
　　56.3％

国から入るお金
11億7595万円
11.9％

国から入るお金
11億7595万円
11.9％

国から入るお金
11億7595万円
11.9％

県から入るお金
7億4633万円
7.5％

県から入るお金
7億4633万円
7.5％

県から入るお金
7億4633万円
7.5％

地方交付税など
6億300万円
6.1％

地方交付税など
6億300万円
6.1％

地方交付税など
6億300万円
6.1％

地方消費税交付金
8億2000万円
　　8.3％

地方消費税交付金
8億2000万円
　　8.3％

地方消費税交付金
8億2000万円
　　8.3％

借入金
7690万円
0.8％

借入金
7690万円
0.8％

借入金
7690万円
0.8％ 使用料・

手数料など
4億1921万円
4.2％

使用料・
手数料など
4億1921万円
4.2％

使用料・
手数料など
4億1921万円
4.2％

繰入金
3億3338万円  3.4％

繰入金
3億3338万円  3.4％

繰入金
3億3338万円  3.4％

繰越金
1億5000万円
  1.5%　　

繰越金
1億5000万円
  1.5%　　

繰越金
1億5000万円
  1.5%　　

町税の内訳
　個人町民税
　　１９億４３００万円
　法人町民税
　　　３億４６３０万円
　固定資産税
　　２６億２０８３万円
　軽自動車税
　　　　　９７９０万円
　町たばこ税
　　　２億４１００万円
　都市計画税
　　　3億３４２０万円
　

減

減

減

減

増

増

増

増

歳入歳入歳入
99億
800万円
99億
800万円
99億
800万円 65.4％65.4％65.4％

自

主
財
源  

自

主
財
源  

依

存
財
源   

依

存
財
源   34.6％34.6％34.6％
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令
和
5
年
度
当
初
に
保

育
所
待
機
児
童
は
解
消
さ
れ

る
の
か
。

　
　

国
の
基
準
で
は
発
生
し

な
い
見
込
み
だ
が
、
潜
在
的

待
機
児
童
は
58
人
発
生
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
　
保
育
士
の
正
規
職
員
と

会
計
年
度
任
用
職
員
の
人
数

の
割
合
は
。

　
　

令
和
５
年
度
は
正
規
職

員
42
％
、
会
計
年
度
任
用
職

員
58
％
で
あ
る
。

　
　
南
小
学
校
北
校
舎
改
築

工
事
設
計
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
子
供
の
意
見
の
採
用
は
。

　
　

令
和
５
年
９
月
末
ま
で

を
目
途
に
基
本
設
計
を
行
い
、

完
了
後
に
実
施
設
計
を
行
う
。

　

子
供
の
意
見
は
、
基
本
設

計
の
検
討
段
階
で
意
見
を
集

め
、
設
計
に
反
映
し
た
い
。

　
　
久
米
田
地
先
の
境
川
新

橋
架
け
替
え
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
　

令
和
６
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
、
橋
梁
、
取
付
護

岸
の
整
備
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
委
託
料
の
増
額
理
由
は
。

　
　

燃
料
費
の
高
騰
等
の
固

定
経
費
の
増
額
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
の
収
益
の
低
迷
等
か
ら

１
キ
ロ
当
た
り
の
運
行
コ
ス

ト
が
約
40
円
増
額
し
た
た
め
。

令和５年度一般会計予算

反対
です

賛成
です

　

討論   令和 5年度一般会計予算

　
　
地
方
消
費
税
交
付
金
の

増
額
理
由
は
。

　
　

令
和
４
年
度
決
算
見
込

み
と
国
・
県
の
予
算
資
料
に

基
づ
き
２
０
０
０
万
円
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
財
政
調
整
基
金
の
今
後

の
見
込
み
は
。

　
　

昨
年
度
末
は
約
10
億
８

８
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
今
後
は
大
規
模
事
業
の

実
施
に
よ
り
、
こ
れ
よ
り
下

回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
が
、
収
支
均
衡
型
の
財
政

運
営
を
念
頭
に
、
適
正
な
水

準
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
き
た
い
。

　
　
防
災
資
機
材
保
守
点
検

業
務
等
の
増
額
理
由
は
。

　
　

同
報
無
線
の
保
守
点
検

料
が
生
じ
る
た
め
。
ま
た
、

避
難
所
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
機
能

を
導
入
す
る
た
め
。

歳
　
入

問問問

賛
成
10
人　
反
対
3
人

確保されており町民生活への影響を配慮した予算と
なっている。
　障害者介護給付等事業等は給付の実態に合わせた
予算を確保し、必要な支援は引き続き実施し、２小
学校に小学校特別支援学級を増設するなど子育て支
援や教育に力を入れている。
　未来へつながる記念すべき１年となることを期待す
る。

（飯田 安雄 議員）

ているマイナンバーカード関連の予算などが含まれてい
る。
　南小学校の改築の設計費では、保護者や地域の住
民、子供たちの意見があまり反映されていない。他の
議員の中からも同様の指摘があった。「通学距離が長
い」という意見が子供や保護者の中でも多い。議論を
すべきチャンスなのに、行政側の考えだけで建て替え
が決まってしまうのは、疑問が残る。

（森野 善広 議員）

　新たな政策的な経費の計上を控える中
で、出産・子育て応援給付金事業など国
が示した新しい制度へ対応するとともに、
近隣市町との連携が必要な事業の予算は

　毎年指摘しているが幼稚園、保育所の
正規職員が異常に少なく、半数を切るよう
な状況になっている。また、基本的には
任意であるが、ほぼ強制的に進めようとし

防
　
災

基
　
金

子
育
て

学
校
教
育

循
環
バ
ス

境
川
新
橋

問 問問

問問

答 答答

答 答

答答答

子育てや教育に力を入れた予算である 南小学校の改築に疑問が残る

 

町
民
の
足 

ゆ
う
す
い
く
ん
号  
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令和５年度特別会計予算

反対
です

反対
です

賛成
です

賛成
です

　

　

討論   令和５年度国民健康保険特別事業会計予算

討論   令和５年度介護保険特別事業会計予算

　
　
歳
入
の
一
般
被
保
険
者

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
理

由
は
。

　
　

保
険
税
算
定
に
お
い
て

被
保
険
者
数
の
減
少
を
見
込

ん
だ
た
め
。

　
　
歳
出
の
保
険
給
付
費
の

減
額
理
由
は
。

　
　

実
績
額
、
伸
び
率
、
被

保
険
者
の
減
少
等
を
考
慮
し

た
結
果
、
減
額
と
な
っ
た
た

め
。

　
　
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
受
診
控
え
が
回

復
し
、
見
込
み
よ
り
も
増
額

し
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

保
険
給
付
費
は
県
か
ら

保
険
給
付
費
等
交
付
金
が
交

付
さ
れ
る
の
で
、
町
の
保
険

給
付
費
に
不
足
が
生
じ
た
場

合
は
必
要
額
を
補
正
し
て
対

応
す
る
。

　
　
歳
入
の
第
１
号
被
保
険

者
保
険
料
の
減
額
理
由
は
。

　
　

所
得
階
層
の
推
計
に
お

い
て
、
保
険
料
の
軽
減
措
置

を
行
っ
て
い
る
階
層
で
も
あ

る
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

ま
で
の
方
が
増
加
し
た
た
め
。

　
　
地
域
支
援
事
業
を
介
護

予
防
と
い
う
観
点
か
ら
手
厚

く
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

高
齢
者
の
実
態
把
握
訪

問
や
認
知
症
予
防
の
周
知
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
な

ど
、
要
介
護
に
な
り
そ
う
な

人
を
見
つ
け
、
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
ぐ
事
業
や
周
知

に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
、

特
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

賛
成
11
人　
反
対
２
人

賛
成
11
人　
反
対
２
人

れを行い、前年度に引き続き税率を据置き被保険者の
経済的負担の軽減を図る努力が認められ、評価するも
のである。　　　　　   　　　
　　　　　　　　　　　　       （飯田 安雄 議員）

い方には負担軽減措置等の一定の配慮もされている。
将来に向けても、誰もが安心して老後を過ごすことが
できるよう、安定した事業運営を要望する。

（飯田 安雄 議員）

率、給付の適正化などに対して、国の意向を市町村に
押しつけ、それによって交付金を増減する保険者努力
支援制度を予算計上しており、自治体の国保財政に対
する自主的判断を阻害している。

（吉川 清里 議員）

るべく要介護にさせない。仮に要介護になったとして
も重い状態になるのを防ぐという役目が介護保険には
ある。そのためには地域支援事業にもっと予算をかけ
るべきではないか。

（吉川 清里 議員）

　中間所得層の税負担を抑えるための賦
課限度額の引上げも的確に盛り込まれてお
り、安定的な財政運営を行うための予算
が組まれている。また、基金からの繰入

　介護を予防する地域支援事業では、高
齢者を地域で支えていくための在宅医療・
介護連携推進事業など、必要とする予算
が計上されており、保険料は、所得の少な

　平成 30 年から国保の財政運営が県単
位となったことに伴い、保険者である町の
裁量が減ってしまっている。国は自治体の
国保財政への法定外繰入れの削減や収納

　要支援者に対する地域支援事業が減額
されている。
 老化の進行を遅らせ、その人らしい生活
を送るためには、介護予防を手厚くし、な

問問問

問問

答答答

答答

経済的負担の軽減を図る努力が認められる

安定した事業運営を

自治体の自主的判断を阻害している

地域支援事業に予算をかけるべき
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小中学校の小中学校の
特別教室にエアコンを整備特別教室にエアコンを整備
小中学校の
特別教室にエアコンを整備個人情報の保護条例を制定個人情報の保護条例を制定個人情報の保護条例を制定個人情報の保護条例を制定

令和４年度一般会計補正予算

出産・子育て応援給付金　	 ２７３０万円
妊娠届出時及び出生届出時に応援給付金を支給し、伴走型の相談支援を行います。

施設型給付費　	 ７１３万円
主に民間幼稚園等の保育士等に対する処遇改善にかかる経費を補助します。

放課後児童教室支援員等処遇改善　　	 １４１万円
放課後児童支援員や補助員等の処遇改善を行います。

小中学校特別教室空調設備整備工事費　	 ２４００万円
清水小学校、西小学校、南中学校の理科室、音楽室などにエアコンを整備します。

移住・就業支援事業　　	 ８０万円
東京圏から町内に移住し、就業または起業等をした方に支援金を支給します。

全員賛成

　
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
て
、
森

野
善
広
議
員
、
佐
野
俊
光
議
員
、
渡
邉
和
豊
議
員

が
全
国
町
村
議
長
会
か
ら
、
自
治
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
野
議
員
は
、
町
議
会
議
員
と
し
て
27
年
以
上
、

佐
野
議
員
、
渡
邉
議
員
は
15
年
以
上
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

自
治
功
労
者
表
彰
を

　
　
　
　
　	

受
賞
し
ま
し
た

森野 善広 議員

渡邉 和豊 議員 佐野 俊光 議員
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例

正
改

条

例

定
制

条

個人情報の保護条例を制定個人情報の保護条例を制定個人情報の保護条例を制定個人情報の保護条例を制定
条例制定・改正

清
水
町
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制

定　

４
月
か
ら
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
が

地
方
公
共
団
体
に
も
適
用

さ
れ
る
た
め
、
現
行
の
清

水
町
個
人
情
報
保
護
条
例

を
廃
止
し
、
新
た
な
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
行
政
機
関
等
匿
名
加
工

情
報
の
適
用
は
、
都
道
府
県

と
政
令
市
で
は
義
務
化
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
で
も
適

用
さ
れ
る
の
か
。

　
　

町
は
経
過
措
置
の
規
定

に
よ
り
任
意
実
施
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
当
分
の
間
は
実

施
し
な
い
。

　
　
行
政
機
関
等
匿
名
加
工

情
報
の
作
成
に
町
民
が
、
反

対
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合

に
対
象
か
ら
外
す
こ
と
は
で

き
る
の
か
。

　
　

加
工
し
た
情
報
は
、
個

人
情
報
を
復
元
で
き
な
い
よ

清
水
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
上
限
額
の
引
上
げ

　
　
今
回
の
上
限
の
引
上
げ

で
、
ど
の
程
度
の
税
収
増
が

見
込
め
る
の
か
。

　
　

賦
課
限
度
額
改
正
に
よ

り
、
医
療
分
で
約
94
万
円
、

後
期
分
で
約
55
万
円
、
合
計

で
約
１
４
９
万
円
余
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
最
高
限
度
額
に
該
当
す

る
モ
デ
ル
世
帯
の
所
得
は
。

　
　

給
与
所
得
者
１
人
の
４

人
世
帯
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

令
和
４
年
度
課
税
所
得
に
よ

る
試
算
で
は
、
医
療
分
に
つ

い
て
は
８
３
７
万
円
以
上
、

後
期
分
に
つ
い
て
は
７
７
９

万
円
以
上
と
な
る
。

問問 答答

う
に
し
た
情
報
と
な
っ
て
お

り
、
法
律
上
の
取
扱
い
も
、

個
人
情
報
の
該
当
性
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
的
な

個
人
情
報
と
し
て
の
保
護
に

関
す
る
規
定
は
適
用
さ
れ
な

い
た
め
、
個
人
の
申
出
に
よ

る
匿
名
加
工
情
報
の
作
成
拒

否
や
匿
名
加
工
さ
れ
た
情
報

の
提
供
を
拒
む
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
　
行
政
機
関
等
匿
名
加
工

情
報
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に

外
部
に
提
供
さ
れ
る
の
か
。

　
　

法
に
定
め
る
審
査
等
が

行
わ
れ
た
中
で
、
適
合
す
れ

ば
提
供
で
き
る
と
い
う
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
医
療
情
報
等
を

第
三
者
機
関
に
提
供
し
、
薬

の
開
発
や
医
療
技
術
の
発
展

な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

賛
成
11
人　
反
対
２
人

賛
成
11
人　
反
対
２
人

問答

反対
です

賛成
です

　

討論   国民健康保険税条例の一部を改正する条例

から県との共同運営になり、安定した運営がなされて
いる。今回の最高限度額の引き上げは、国保会計の
増収としては僅かであったとしても、着実に行っていく
べきである。

（桐原 直紀 議員）

を壊すことにならないか。今回の引き上げにより国保
会計は 149 万円余の収入増となるが、何十億円という
規模の会計において、安定的な財政運営に資するとは
考えられない。

（森野 善広 議員）

　社会保障制度全般にわたる制度の大本
の改革は国で議論されるべき問題である。
本町の国民健康保険制度は平成 30 年度

　コロナ禍で、様々な負担を抑制しようと
する動きがある中、国民健康保険税の最
高限度額を３万円引き上げることは、安定

改革は国で議論されるべき問題だ 安心や安定を壊すことにならないか

問問 答答
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４人が町政を問う４人が町政を問う４人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

南
小
学
校
施
設
の
環
境
整
備
を

安
全･

安
心
に
万
全
を
期
す

答
問

　
　
南
小
学
校
の
浸
水
対
策

は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 
過
去

に
発
生
し
た
浸
水
状
況
や
最

新
の
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
進
め
る
北
校
舎
の

改
築
設
計
業
務
に
お
い
て
可

能
な
対
策
を
反
映
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

交
通
安
全
対
策
と
し

て
、
通
学
路
で
あ
る
徳
倉
橋

の
対
策
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

県
事
業
に

よ
り
令
和
２
年
度
に
下
徳
倉

地
区
の
歩
道
整
備
工
事
、
令

和
３
年
度
に
徳
倉
橋
本
体
の

耐
震
補
強
工
事
が
そ
れ
ぞ
れ

完
了
し
て
お
り
、
一
定
の
安

全
対
策
が
図
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。

大濱 博史

質問者の動画
が見られます

　
　
南
小
学
校
北
校
舎
の
現

状
と
改
築
計
画
の
進
捗
状
況

は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

耐
力

度
調
査
の
結
果
以
外
に
も
雨

漏
り
や
漏
電
に
よ
り
停
電
が

発
生
す
る
な
ど
支
障
を
来
し

て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る

不
具
合
箇
所
が
散
見
さ
れ
て

い
る
。
令
和
６
年
の
改
築
工

事
着
手
に
向
け
設
計
業
務
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

令
和
８
年
の
新
校
舎
使
用
開

始
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
。

　

  （
町
長
） 

改
築
に
よ
り
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
周

辺
環
境
の
整
備
を
国
や
県
に

積
極
的
に
要
望
し
て
い
く
中

で
、
総
合
的
に
安
全
・
安
心

に
万
全
を
期
し
た
も
の
に
し

た
い
。

問

問

問

問

答

答

答

答

答

問答

改築計画が進む南小学校北校舎

小
中
学
校
の
学
校
再
編
は

　
　
学
校
再
編
の
目
的
を
町

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

再
編
に
つ
い
て
、
小
中
一
貫

教
育
を
例
に
考
え
る
と
、
そ

の
目
的
は
全
国
の
先
進
事
例

で
は
極
め
て
多
様
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
、

中
学
校
進
学
時
の
環
境
の
変

化
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
抑
制
、

様
々
な
異
学
年
交
流
、
小
中

教
員
の
連
携
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
人

間
関
係
の
９
年
間
の
固
定
化
、

学
校
施
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
の
複
雑
化
、
教
育
課
程

の
再
編
成
な
ど
に
よ
る
教
員

の
さ
ら
な
る
多
忙
化
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　
　
町
内
の
小
中
学
校
の
再

編
に
つ
い
て
、町
の
考
え
は
。

　

  （
教
育
長
） 

町
内
の
各
校

は
児
童
生
徒
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
が
一
定
規
模
数
が
在

籍
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お

い
て
は
再
編
の
検
討
が
必
要

な
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
も
、
目
的
や
効

果
が
本
町
に
お
け
る
教
育
の

課
題
解
決
や
目
指
す
姿
に
つ

な
が
る
も
の
な
の
か
を
踏
ま

え
、
慎
重
に
調
査
・
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
。
将
来
的
に

児
童
生
徒
数
が
さ
ら
に
減
少

し
、
教
育
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
な
ど
支
障
が
予
測
さ

れ
る
場
合
に
は
、
統
廃
合
を

含
め
た
検
討
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
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国
民
健
康
保
険
税
制
度

は
、所
得
割（
所
得
に
応
じ
た
金

額
）
と
均
等
割（
加
入
者
の

人
数
に
応
じ
た
金
額
）、
平
等

割（
１
世
帯
当
た
り
の
金
額
）

の
制
度
で
あ
り
、子
供
が
増
え

る
と
負
担
が
増
え
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
均
等
割
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
方
は
。

　

  （
住
民
課
長
） 

均
等
割
額

に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
世

帯
に
対
す
る
軽
減
制
度
を
設

け
て
い
る
ほ
か
、
令
和
４
年

度
か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割

額
の
２
分
の
１
を
減
額
し
た
。

　
厳
し
い
国
民
健
康
保
険
事

業
の
財
政
状
況
で
は
、
均
等

割
額
を
廃
止
し
た
場
合
、
減

収
分
の
財
源
を
別
に
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
所

得
割
額
等
に
転
嫁
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
県
の
国

民
健
康
保
険
運
営
方
針
が
示

す
県
内
の
保
険
料
水
準
の
統

一
や
保
険
料
率
の
一
本
化
に

向
け
た
準
備
の
中
で
は
、
均

等
割
額
の
廃
止
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

保
険
税
の
負
担
を
減
ら

す
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら

国
保
会
計
に
繰
入
金
を
支
出

す
る
べ
き
で
は
。

　

  （
住
民
課
長
） 
法
定
外
の

繰
入
れ
は
、
過
去
に
財
源
不

足
を
補
う
た
め
、
町
独
自
の

判
断
に
よ
り
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
平
成
30
年
１
月
に

国
か
ら
発
出
さ
れ
た
国
民
健

康
保
険
保
険
者
の
赤
字
削
減

解
消
計
画
の
策
定
等
に
お
い

て
、
県
及
び
市
町
は
赤
字
補

塡
の
た
め
の
法
定
外
の
繰
入

れ
は
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ

た
。

国
保
税
の
均
等
割
額
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

均
等
割
額
の
廃
止
は
難
し
い

答
問

森野 善広

質問者の動画
が見られます

問

問

問

答

答

答

普通教室のエアコンは設置完了
特別教室にもエアコンを

　
　

補
正
予
算
で
エ
ア
コ
ン

の
設
置
の
予
算
が
計
上
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
を
し
た
い
。

特
別
教
室
の
全
て
に
設
置
さ

れ
る
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

全
て

の
特
別
教
室
で
は
な
く
、
今

回
は
清
水
小
学
校
、
西
小
学

校
及
び
南
中
学
校
の
理
科
室

や
音
楽
室
な
ど
各
２
教
室
、

計
６
教
室
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　

今
回
の
補
正
予
算
の
分

も
設
置
で
き
た
と
仮
定
し
、

特
別
教
室
で
は
ど
の
く
ら
い

が
未
設
置
な
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

小
学

校
が
39
教
室
中
18
教
室
、
中

学
校
が
36
教
室
中
21
教
室
、

合
わ
せ
て
75
教
室
中
39
教
室

が
未
設
置
で
あ
る
。

　
　

子
供
の
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
最
優
先
し
て
考
え
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

特
別

教
室
の
空
調
整
備
は
、
計
画

的
な
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う

令
和
３
年
度
に
年
次
計
画
を

立
て
、
国
の
補
助
金
を
活
用

特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

問答

し
な
が
ら
、
令
和
９
年
度
ま

で
に
整
備
す
る
計
画
と
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
の
整
備

分
に
つ
い
て
、
国
の
補
正
予

算
に
基
づ
い
て
前
倒
し
を
し

て
実
施
し
て
い
く
。

問答
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学
校
ト
イ
レ
個
室
に
生
理
用
品
を

関
係
者
と
協
議
を
行
い
判
断
す
る

答
問

　
　

令
和
３
年
９
月
議
会
の

一
般
質
問
で
「
学
校
の
ト
イ

レ
個
室
に
生
理
用
品
の
配

置
」
を
求
め
た
が
、「
生
理

用
品
は
保
健
室
に
配
置
し
、

相
談
に
つ
な
げ
る
」
と
の
答

弁
だ
っ
た
。
実
際
の
相
談
事

例
は
あ
っ
た
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

正
確

な
件
数
は
把
握
で
き
な
い
も

の
の
、
時
期
に
よ
っ
て
は
週

に
１
、
２
件
の
頻
度
で
相
談

が
あ
っ
た
学
校
も
あ
る
。

　
　

町
で
は
、
３
カ
所
で
生

理
用
品
の
無
償
配
布
を
実
施

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
は
。

　
  （

福
祉
介
護
課
長
） 

社
会

福
祉
協
議
会
、
保
健
セ
ン

タ
ー
及
び
福
祉
介
護
課
の
窓

口
で
令
和
３
年
８
月
か
ら
令

吉川 清里

三島市ではふたのある容器で
プライバシーに配慮（再現）

質問者の動画
が見られます

和
４
年
２
月
末
ま
で
に
延
べ

92
人
に
配
布
し
た
。

　
　

三
島
市
で
は
、
一
昨
年

か
ら
市
内
の
全
中
学
校
の
ト

イ
レ
個
室
に
生
理
用
品
を
配

置
し
て
い
る
。
実
施
に
あ

た
っ
て
関
係
者
で
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
議
論
を
重

ね
、
対
策
を
講
じ
て
実
施
に

至
っ
て
い
る
。

　
町
で
も
、
個
室
で
の
配
置

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

  （
教
育
長
） 

今
後
に
お
い

て
は
、
子
供
た
ち
の
意
見
等

を
踏
ま
え
た
上
で
各
校
養
護

教
諭
等
関
係
者
と
協
議
を
行

い
、
ト
イ
レ
へ
の
配
置
に
つ

い
て
判
断
す
る
。

買
い
物
難
民
対
策
は

　
　

徳
倉
の
ス
ー
パ
ー
が
閉

店
し
、
周
辺
の
車
を
持
た
な

い
住
民
が
日
用
品
の
買
い
物

に
困
難
を
来
し
て
い
る
。
町

は
買
い
物
難
民
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

町
で

は
買
物
難
民
の
実
態
に
つ
い

て
把
握
す
る
た
め
の
調
査
等

は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
　

介
護
予
防
等
の
観
点
か

ら
も
歩
い
て
行
け
る
範
囲
で

買
い
物
が
で
き
る
環
境
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
、
町
の

見
解
は
。　
　
　

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

令
和

５
年
度
策
定
予
定
で
あ
る
第

10
次
清
水
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
に
お
い
て
、
よ
り
効

果
的
な
外
出
支
援
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　

町
の
買
い
物
難
民
対
策

は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

高
齢

者
の
困
り
事
に
対
応
す
る
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
を
行
い
、
令
和
５
年
度

か
ら
講
座
の
受
講
生
を
中
心

に
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で

あ
る
。

問問 答答

問

問

問

答答

答

問答
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物価上昇で生活に影響が

町
が
目
指
す
学
校
施
設
は

安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
環
境
を
目
指
す

答
問

　
　

障
が
い
の
あ
る
児
童
と

障
が
い
の
な
い
児
童
が
共
に

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
習
環

境
の
整
備
は
。

　

  

（
教
育
総
務
課
長
） 「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
」

を
目
指
し
、
学
習
活
動
へ
の

適
応
性
や
快
適
性
を
図
り
、

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間

や
多
様
な
学
習
形
態
が
可
能

な
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
ス
ロ
ー
プ
に
よ
る
段
差

解
消
や
車
椅
子
使
用
者
用
ト

イ
レ
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
施
設
の
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

地
域
の
生
涯
学
習
や
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
の
学

校
施
設
の
整
備
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

子
供

た
ち
の
み
な
ら
ず
地
域
活
動

も
含
め
、
地
域
や
社
会
と
連

携
・
協
働
し
、
共
に
創
造
す

る
協
創
空
間
の
整
備
も
視
野

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

災
害
時
に
地
域
の
避
難

所
と
し
て
機
能
す
る
学
校
施

設
の
安
全
性
の
確
保
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

高
齢

者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
等
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方
々

の
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
や
多
機
能
ト
イ
レ
の
設

置
、
物
資
の
備
蓄
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
避
難
所
と
し
て

必
要
な
機
能
・
要
素
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

松下 尚美

質問者の動画
が見られます

問

　
　

南
小
学
校
の
目
指
す
施

設
整
備
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

具
体

的
な
施
設
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
職
員
会
議
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
理

事
会
、
学
校
運
営
協
議
会
な

ど
保
護
者
や
地
域
の
方
に
御

意
見
を
伺
い
な
が
ら
国
の
施

設
整
備
指
針
や
町
の
整
備
方

針
に
沿
っ
た
仕
様
を
決
定
し

て
い
き
た
い
。

　
　

町
が
目
指
す
学
校
施
設

は
。　

　

  （
教
育
長
） 

家
庭・地
域・

学
校
・
行
政
等
の
役
割
を
明

確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

教
育
力
を
生
か
し
な
が
ら
、

多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
し
、

全
て
の
子
供
が
共
に
学
び
支

え
合
う
、
安
全
で
安
心
し
て

学
べ
る
学
校
環
境
の
整
備
を

目
指
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
伴
走
型
支
援
は

　
　

町
の
生
活
保
護
受
給
者

数
の
推
移
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

平
成

30
年
度
末
は
１
９
３
世
帯
、

令
和
元
年
度
末
及
び
２
年
度

末
は
そ
れ
ぞ
れ
１
９
５
世
帯
、

３
年
度
末
は
２
２
１
世
帯
、

令
和
４
年
１
月
末
時
点
で
は

２
２
３
世
帯
で
あ
り
、
増
加

傾
向
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
が
終
了
し
た
後
の
町
の
伴

走
型
支
援
策
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

現
在

策
定
中
の
第
４
次
清
水
町
地

域
福
祉
計
画
に
は
、
総
合
的

な
課
題
へ
の
対
応
や
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
口
の
拡
充
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

対
応
体
制
の
強
化
策
も
組
み

込
ん
で
い
く
。

問問

答

答答

問問

問

問

答答

答

答



　

全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
附
金
は
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
事
業
、
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

事
業
な
ど
寄
附
者
の
意
向
に

応
じ
て
、
大
切
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

柿
田
川
の
保
護・保
全
に

　
関
す
る
事
業

　
柿
田
川
の
保
護
・
保
全
の

た
め
に
柿
田
川
基
金
へ
積
立

し
、
公
園
の
整
備
に
活
用
し

ま
し
た
。

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
に
　

　
関
す
る
事
業

　
学
校
の
家
庭
科
授
業
用
ミ

シ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

町
体
育
館
の
卓
球
台
を
購

入
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
7
月
豪
雨

　
災
害
支
援
事
業

　
河
川
の
漂
着
物
・
倒
木
の

撤
去
や
除
草
業
務
に
活
用
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策
事
業

　

防
災
セ
ン
タ
ー
や
小
中
学

校
に
Ａ
Ｉ
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や

保
育
所
等
に
消
毒
液
を
設
置

し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に

　
関
す
る
事
業

　
図
書
館
や
こ
ど
も
交
流
館

の
蔵
書
、
学
校
の
書
架
な
ど

に
活
用
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
社
会
福
祉
事
業

基
金
へ
積
立
し
、
社
会
福
祉

事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
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桜
の
季
節
も
過
ぎ
、
新
し

い
年
度
が
始
ま
っ
て
、
１
カ

月
が
た
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
届
く

頃
に
は
、
議
会
も
新
し
い
顔

ぶ
れ
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

普
段
、
何
を
や
っ
て
い
る

の
か
町
民
か
ら
見
え
に
く
い

町
議
会
で
す
が
、
新
し
い
広

報
広
聴
委
員
会
で
は
、
今
ま

で
に
な
い
発
想
力
で
、
町
民

と
の
距
離
を
縮
め
て
い
け
る

よ
う
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

新
し
い
議
会
に
忌き

憚た
ん

の
な

い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
（
吉
川
）

発
行
・
編
集
責
任
者

議　

長　

松
浦　

俊
介

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

吉
川　

清
里

副
委
員
長　

松
下　

尚
美

委　

員　

秋
山　

治
美

山
本　

文
博

飯
田　

安
雄

向
笠　

誠　

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
7
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

18
円
で
す
。

編
集
後
記
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議会を傍聴
してみませんか

お知らせ

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちして
います。　

  次の６月定例会の開会日は  
  議員改選後に決定します。
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